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世羅に誇りをもつ子どもを育成する
～ふるさと教育を核として～

も
　
　
　
く
　
　
　
じ

世
羅
に
誇
り
を
も
つ
子
ど
も
を
育
成
す
る …

…

１

事
務
局
日
誌…
…
…
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1

会
長
あ
い
さ
つ…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２

広
島
県
連
合
小
学
校
長
会
総
会
・
研
究
大
会   …

…
…

２

退
職
校
長
紹
介
・
新
任
校
長
紹
介  …

…
…
…
…
…
…

３

　町内全小中学校は，ふるさと学習の推進とキャリア教育の充実と共に，地
域に根差した特色ある学校文化の継承に努めている。6年生は，世羅の地に
根付く各校ならではの文化を足掛かりに，総合的な学習の時間を中心にカリ
キュラムマネジメントを行いながら，学習発表会，世羅教育の日に開催され
る「輝くせらの学校文化発表会」での舞台発表を集大成として取組を進めて
いる。また5年生が行う「山・海・島」体験活動も，世羅高校陸上部が修行
を行う修善院での座禅・ランニングロードでのマラソン体験，世羅の名産梨
狩り体験等，地域の良さをふんだんに味わえる内容となっている。世羅の文
化に触れ，活動を通して世羅に誇りをもつ子どもたちが育ち，最終的には地
域に貢献できる児童の育成を目指し，歩みを進めている。

（世羅町立せらひがし小学校・栗原英樹）

４
月
3
日  

会
計
監
査

４
月
3
日  

第
一
回
幹
事
会

４
月
9
日  

中
国
地
区
広
島
大
会
現
地
実
行
委
員
会

４
月
19
日  

県
公
連
理
事
会

４
月
20
日  

第
一
回
理
事
会

５
月
6
日  

中
国
地
区
広
島
大
会
現
地
実
行
委
員
会

５
月
7
日  

第
一
回
各
委
員
会

５
月
7
日  

第
二
回
幹
事
会

５
月
10
日  

県
公
連
評
議
員
会

５
月
18
日  

全
連
小
理
事
会

５
月
19
日  

全
連
小
総
会

５
月
20
日  

第
72
回
県
連
小
総
会

6
月
3
日  

中
国
地
区
広
島
大
会
現
地
実
行
委
員
会

6
月
7
日  

広
報
委
員
会 

６
月
8
日  

第
三
回
幹
事
会

６
月
14
日  

県
公
連
理
事
会
・
評
議
員
会

６
月
16
日  

教
育
調
査
小
委
員
会 

６
月
18
日  

教
育
研
究
全
体
委
員
会

６
月
21
日  

県
公
連
不
祥
事
防
止
対
策
特
別
委
員
会

６
月
22
日  

第
一
回
総
務
会

６
月
22
日  

第
一
回
県
市
連
絡
協
議
会

６
月
30
日  

全
連
小
合
同
部
会
・
合
同
委
員
会

7
月
2
日  

中
国
地
区
広
島
大
会
現
地
実
行
委
員
会

7
月
6
日  

第
二
回
理
事
会

7
月
9
日  

全
連
小
会
長
会 

7
月
14
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全
連
小
広
報
担
当
者
会

７
月
16
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第
四
幹
事
会

７
月
19
日  

全
連
小
事
務
担
当
者
会

７
月
30
日  

中
国
地
区
第
１
回
理
事
会
・
連
絡
協
議
会
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県
連
小
は
、
総
勢
三
一
五
名
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
歴
史
を
築

い
て
こ
ら
れ
た
県
連
小
の
先
輩
校
長
先
生

方
の
思
い
を
確
か
に
継
承
し
、
会
員
の
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
職
責
を
果
た
し
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

校
長
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

た
な
危
機
管
理
と
し
て
の
感
染
症
防
止
を

ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
最
高
経
営
責
任
者

と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、

日
々
の
学
校
経
営
に
努
め
て
お
ら
れ
る
こ

と
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

三
一
五
名
が
一
丸
と
な
り
、
子
供
た
ち
・

教
職
員
の
た
め
に
、
是
正
指
導
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
新
し
い
時
代
に
対
応
し

な
が
ら
、
各
校
の
教
育
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
本
会
は
今
年
、
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
広
島
市
小
学
校
長
会
が
組
織

上
分
離
し
て
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た

こ
と
で
す
。
県
市
分
離
に
あ
た
っ
て
、
ど

の
よ
う
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
の
か
、
ま
た
、
県
連
小
の
組
織
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
時
間
を
か
け
て
検
討
を

積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
の
過
程
に
お
い
て
、
校
長
の

出
張
を
減
ら
し
、
自
分
の
学
校
経
営
に
専

念
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
な
が
ら
も
、
効

率
的
で
機
動
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
、

組
織
を
ス
リ
ム
化
し
、
会
議
の
精
選
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
県
連
小
理

事
会
役
員
の
皆
さ
ん
や
各
委
員
会
委
員
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
果
た
す
役
割
や
責
任

は
大
き
く
な
り
、
県
連
小
で
の
意
思
決
定

を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
市
小
学
校
長
会
と
は
、
組

織
分
離
後
も
「
広
島
県
連
合
小
学
校
長
会
・

広
島
市
小
学
校
長
会
連
絡
協
議
会
」
を
設

置
し
、
ま
た
教
育
研
究
大
会
も
連
携
・
協

力
し
て
行
う
こ
と
を
通
し
て
、
顔
の
見
え

る
関
係
を
継
続
し
、
お
互
い
が
切
磋
琢
磨

し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
関
係
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
今
、

ま
さ
に
私
た
ち
校
長
自
身
の
資
質
・
能
力

が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
校
長
に
必
要
な
資
質
・
能

力
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
目
前
の
課
題
解
決
に

追
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、
先
見
性
と

展
望
が
さ
ら
に
必
要
な
時
代
に
移
っ
て

い
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
思
え
ま
す
。

　

現
在
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、
新
し
い

時
代
の
初
等
中
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
学
年
の
専
科
制
の

導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
個
別
最
適
化
さ

れ
た
学
び
の
実
現
な
ど
、
新
た
な
学
校
の
在

り
方
と
も
重
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
実
態
や
学
校
を
取
り

巻
く
環
境
が
異
な
る
な
か
に
お
い
て
、
学

習
指
導
要
領
の
確
実
な
実
施
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
で
導
入
さ
れ
た
一
人
一
台
端

末
に
よ
る
授
業
改
善
、
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
の
推
進
等
、
新
た
な
学
校
の
在

り
方
に
向
け
て
、
ま
さ
に
校
長
一
人
一
人

の
判
断
力
、
発
信
力
、
統
率
力
が
今
も
問

わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
校
長
自
身
が

学
び
続
け
る
教
師
を
体
現
す
る
こ
と
、
そ

の
た
め
に
職
能
集
団
と
し
て
の
校
長
会
の

機
能
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
県
連
小
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ“W

ith

コ
ロ
ナ” 

か
ら“Post

コ
ロ
ナ”

へ
と
、
学
校
は
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
は
、

出
口
の
見
え
な
い
難
局
で
は
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
こ
そ
が
、
新
し
い
教
育
を
創
っ
て

い
く
の
だ
と
い
う
気
概
を
持
ち
、
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
取
組
を
と
も
に
進
め
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。（福

山
市
立
御
幸
小
学
校
）

　

新
し
い
時
代
の
学
校
創
造
に
向
け
て

  

宮
本
浩
嗣

会
長

会

長

あ

い

さ

つ

第72回　広島県連合小学校長会総会・研究大会

１　開会行事
２　会　　議 （書面決議報告のみ）
３　研　　修 「広島県小学校教育における当面の課題」
　　講　　師 広島県教育委員会学びの変革推進部長
    　 冨 永 六 郎 様
４　講　　演 「改めて授業について考える」
　　講　　師 文部科学省初等中等教育局　主任視学官
    　 長 尾 篤 志 様
５　閉　会　式

と き 令和3年5月20日（木）
ところ 県民文化センターから
　　　  各所属にリモート発信
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本
委
員
会
は
、
継
続
的
に
刊
行
し
て
き
た

「
教
育
調
査
報
告
書
『
広
島
県
公
立
小
学
校
の

実
態
』」
に
つ
い
て
、
調
査
方
法
及
び
活
用
方

策
に
係
る
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　

令
和
三
年
度
よ
り
広
島
県
連
合
小
学
校
長

会
と
広
島
市
小
学
校
長
会
が
県
内
に
お
い
て

は
組
織
上
分
離
し
て
活
動
を
行
う
こ
と
に
鑑

み
、
令
和
元
年
度
に
ま
と
め
た
「
今
後
の
県

連
小
教
育
調
査
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
を
基

本
と
し
、
次
の
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

一
　
活
動
内
容

　

○　

白
書
的
性
格
を
持
つ
事
項
に
つ
い
て
、   

　
　

広
島
市
教
育
調
査
と
の
共
通
項
目
を
中

　
　

心
に
調
査
し
、
教
育
調
査
報
告
書
「
広

　
　

島
県
公
立
小
学
校
の
実
態
」
を
作
成

　

○　
調
査
項
目
を
精
選
す
る
と
と
も
に
校
長
の

　
　

課
題
意
識
を
投
影
す
る
よ
う
な
事
項
に
つ
い

　
　

て
も
調
査
項
目
を
設
定
し
、
調
査
の
仕
方
や

　
　

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
方
法
を
検
討

　

○　

新
た
な
集
計
ツ
ー
ル
を
作
成
し
、
速

　
　

や
か
に
集
計
結
果
を
情
報
公
開
す
る
と

　
　

と
も
に
、
メ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

　
　

を
活
用
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
発
行

ニ
　
活
動
計
画
の
概
要

五
月　

役
員
選
出
・
活
動
方
針
・
活
動
内
容

　
　

の
検
討
・
活
動
計
画

六
月　

調
査
内
容
に
係
る
協
議
・
調
査
方
法

　
　

の
検
討

七
〜
八
月　

調
査
項
目
・
新
た
に
取
り
上
げ

　
　

る
調
査
項
目
・
集
計
結
果
の
公
開
方
法

　
　

の
検
討

九
〜
十
月　

調
査
・
集
計
・
公
開
及
び
、
調

　
　

査
結
果
の
分
析

十
二
月　

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
作
成
・
発
行

　
　

に
つ
い
て
取
り
ま
と
め

一
月　

活
動
の
ま
と
め

（
尾
道
市
立
山
波
小
学
校
）

【
広
島
市
】

千
田 　
　

森
川    

康
男

中
島　

 　

関 　
   

和
典

広
瀬　
　

 

二
宮    
孝
司

矢
賀 　
　

原　
　

    
徹

段
原 　
　

島
本　

    

靖

己
斐
東　

 

福
島    

博
之

草
津 　
　

関
本   　

 

宏

緑
井　
　

 

秋
山    　

哲

戸
山 　
　

久
都
内 

文
治

大
塚 　
　

上
向
井 

利
之

亀
崎　
　

 

新
宅　

 

祐
子

大
林　

 　

石
田    

寛
治

中
野 　
　

板
木    

和
幸

矢
野
南　

 

高
橋    

京
子

河
内 　
　

安
田　

 　

仁

八
幡
東 　

吉
田　

 　

実

美
鈴
が
丘 

楠
橋    

千
鶴

藤
の
木    

島
本    

圭
子

【
福
山
市
】

霞　
　
　

 

高
橋 

裕
美
子

手
城　
　

 

宮
本 

加
代
子

深
津　

 　

石
井    

秀
司

高
島　
　

 

我
妻    

育
子

本
郷　
　

 

森
谷　

    

誠

加
茂　
　

 

松
岡    

智
浩

宜
山　
　

 

水
本    

孝
義

駅
家　
　

 

園
田    

將
勝

桜
丘　
　

 

榛
澤    

千
咲

緑
丘　
　

 

増
成    

浩
之

野
々
浜　

 

野
田    

政
子

幕
山       

安
原    

伸
家

川
口
東　

 

髙
橋    

洋
子

戸
手　
　

 

松
岡    

里
美

【
呉
市
】

和
庄　
　

芳
川     

真
理

両
城　
　

山
田     

具
海

倉
橋　
　

金
本     

健
司

豊　

      

山
根       

久
恵

【
竹
原
市
】

竹
原　
　

 

德
森 

友
希
男

中
通　
　

 

川
内    

直
美

東
野　
　

 

竹
林 　

千
恵

【
大
竹
市
】

小
方　
　

 
大
橋 　

綾
子

【
東
広
島
市
】

寺
西　
　

 

高
光    
裕
昭 

郷
田　
　

 

竹
内    
史
雄

川
上 　
　

村
田    

真
司

吉
川　
　

 

木
村
由
起
枝

高
屋
東　

 

伊
藤    

深
雪

高
屋
西　

 

兒
玉    

伸
泰

竹
仁　
　

 

森
田    

浩
司

河
内　
　

 

高
橋　

    

修

龍
王　
　

 

市
場    

一
也

【
廿
日
市
市
】

廿
日
市　

 

北
川    

千
幸

宮
内　
　

 

由
田    

広
富

地
御
前　

 

林    

真
由
美

友
和　
　

 

谷
川    

敏
樹

吉
和　
　

 

森
岡    

勝
司

大
野
東　

 

光
廣    

敏
樹

大
野
西　

 

田
坂    

裕
一

宮
島　
　

 

石
角　

    

剛

【
安
芸
郡
】

府
中　
　

 

竹
下 

比
登
美

府
中
中
央 

垰
田    

武
浩

府
中
東　

 

西
田    

浩
子

海
田
西　

 

西
村    

英
治

熊
野
第
一 

平
岡　

 

弘
資

熊
野
第
四 

堂
本    

啓
介

横
浜　

 　

寺
岡    

成
希

【
安
芸
高
田
市
】

愛
郷　
　

 

新
本    

信
之

【
山
県
郡
】

上
殿　
　

 

板
倉    

孝
志

芸
北　
　

 

國
本    

美
幸

【
三
原
市
】

糸
崎　
　

 

西
本 

真
由
美

南　
　
　

 

新
庄    

直
子 

沼
田
西　

 

本
平    

智
子

本
郷
西　

 

土
生    

裕
美

【
尾
道
市
】

栗
原　
　

 

早
間    

貴
之   

美
木
原　

 

杉
原 

し
の
ぶ

高
須　
　

 

梶
原    

弘
志 

御
調
西　

 

藤
井    

浩
治

【
府
中
市
】

上
下
南　

 
岡
田    

大
策

【
世
羅
郡
】 

せ
ら
に
し 

中
野    
智
美

【
神
石
郡
】

神
石　
　

 

爲
平    
祐
嗣

【
三
次
市
】

川
西　
　

 

吉
森    

朋
子

甲
奴　
　

 

田
中    

弘
記

布
野　
　

 

林　
　

 

真
司

作
木　
　

 

坂
本    

育
代

【
広
島
市
】

中
島　
　

 

佐
藤　

 

由
幸

神
崎　
　

 

西
田　

 

直
樹

尾
長　
　

 

堤　
　

 

信
之

矢
賀　
　

 

村
中 

真
由
美

楠
那　
　

 

谷
口 　

孝
敏

元
宇
品 　

武
田 　

京
子

己
斐　
　

 

大
上　

 

隆
之

草
津　
　

 

細
川　

 　

洋

戸
山 　
　

谷
田 　

邦
子

大
塚　
　

 

植
田 

恵
理
子

落
合　
　

 

岡
田　

 　

泰

落
合
東　

 

茶
園　

 

隆
司

可
部
南　

 

寺
戸　

 

典
子

鈴
張　
　

 

瀬
良 

み
づ
ほ

中
野　
　

 

森
本　

 

泰
史

矢
野
南　

 

新
田　

 

美
穂

河
内　
　

 

藤
井　

 

智
子

五
月
が
丘 

川
口　

 

由
香

美
鈴
が
丘 

新
谷　

 

博
章

藤
の
木　

 

城
子　

 

勇
志

湯
来
南　

 

樽
谷　

 

秀
幸

【
福
山
市
】

霞　
　
　

 

清
水 

弓
記
子

高
島　
　

 

河
合　

 

清
敬

本
郷　
　

 

花
井　

 

恵
美

金
江　
　

 

小
畠　

 

仁
美

加
茂　
　

 

占
部　
　

 

享

宜
山　
　

 

芝
田　

 

宏
子

駅
家　
　

 

高
尾　

 

俊
寛

長
浜　
　

 

灰
原　

 

久
美

野
々
浜　

 

垰
田　

 

勝
司

久
松
台　

 
松
岡　

 

浩
之

湯
田　
　

 
延
近　

 

良
祐

中
条　
　

 
関　

 
知
恵
子

戸
手　
　

 

木
坂 
奈
保
子

【
呉
市
】

警
固
屋　

 

大
窪　
　

 

健

和
庄　
　

 

清
水　

 

晃
子

本
通　
　

 

曽
根　

 

智
恵

明
立　
　

 

西
宮　

 

清
信

豊　
　
　

 

坂
本　

 

晴
則

【
竹
原
市
】

大
乗　
　

 

柏
木　

 

雅
子

竹
原　
　

 

吉
本　

 

康
隆

中
通　
　

 

田
中 

真
奈
美

【
大
竹
市
】

小
方　
　

 

真
鍋　

 

和
聰

【
東
広
島
市
】

郷
田　
　

 

坂
本　

 

博
司

板
城　
　

 

中
岡　

 

正
弘

川
上　
　

 

小
川　
　

 

寛

原　
　
　

 

友
道　

 

治
代

吉
川　
　

 

田
中　

 

辰
貴

高
屋
東　

 

水
岡　
　

 

満

三
津　
　

 

天
野　

 

竜
生

河
内　
　

 

金
田　

 

敏
治

風
早　
　

 

神
笠 　

一
義

も
み
じ　

 

小
島　

 

弘
之

【
廿
日
市
市
】

平
良　
　

 

向
井
畑    

透

地
御
前　

 

小
野　
　

 

学

友
和　
　

 

二
野
宮 

大
英

吉
和　
　

 

戸
崎 

志
乃
婦

大
野
西　

 

岡
寺　

 

裕
史

宮
島　
　

 

林　

 

健
一
郎

【
安
芸
郡
】

府
中
中
央 

有
﨑　

 

美
紀

海
田
西　

 

吉
岡　

 

康
行

熊
野
第
一 

青
木 

真
智
子

熊
野
第
四 

元
永　

 

圭
一

横
浜　
　

 

野
間　

 

理
香

【
山
県
郡
】

上
殿　
　

 

山
城　

 

美
和

芸
北　

 　

深
井　

 

美
紀

【
三
原
市
】

糸
崎　
　

 

岡
崎 

千
香
子

中
之
町　

 

平
松　

 

理
恵

沼
田
西　

 

加
藤　

 

法
子

本
郷
西　

 

石
川　

 

智
章

【
尾
道
市
】

吉
和　
　

 

藤
井　

 

弘
之

美
木
原　

 

神
原　

 

芳
則

高
須　

 　

杉
原　

 

妙
子

三
幸　
　

 

山
口　

 

喜
之

【
府
中
市
】

上
下
南  

長
谷
川
奈
保
美

【
世
羅
郡
】

せ
ら
に
し 

重
谷　

 

美
保

【
神
石
郡
】

三
和　
　

 

高
下　

 

美
恵

【
三
次
市
】

青
河　
　

 

貞
丸　

 

昭
則

川
西　
　

 

平
田　

 

雄
三

布
野　

 　

谷
川　

 

佳
万

【
庄
原
市
】

小
奴
可　

 

吉
岡　

 

浩
美

総
領　
　

 

高
下　

 

一
志

退
職
校
長
紹
介

新
任
校
長
紹
介

委
員
会
報
告

教
育
調
査
委
員
会

委
員
長

衞
藤
朋
弘



　

第
一
回
全
体
委
員
会
中
止
の
た
め
、
昨
年

度
末
の
検
討
事
項
や
申
し
合
わ
せ
事
項
等
を

踏
ま
え
、
本
年
度
の
役
員
を
選
出
し
、
活
動

方
針
・
活
動
計
画
等
を
決
定
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

一
　
活
動
方
針

　

県
連
小
の
活
動
方
針
を
受
け

○　

人
材
育
成
方
針
・
体
制
の
も
と
、
教
職

　

員
と
し
て
の
使
命
感
や
倫
理
観
、
実
践
的

　

指
導
力
な
ど
の
向
上
に
努
め
る
。

○　

教
職
員
の
職
責
に
相
応
す
る
適
正
な
処

　

遇
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

と
設
定
し
た
。
教
育
改
革
の
趣
旨
に
添
っ
た

校
長
を
中
心
に
し
た
学
校
経
営
が
進
む
よ
う
、

と
り
わ
け
、
本
委
員
会
に
お
い
て
は
、
人
事
・

給
与
面
で
裁
量
の
幅
が
広
が
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
市
町
の
教
育
委
員
会

と
校
長
会
と
の
連
携
を
深
め
、
よ
り
望
ま
し

い
学
校
経
営
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

五
月

○　

役
員
選
出
・
活
動
方
針
・
活
動
計
画
・

　

研
修
内
容
に
つ
い
て
の
決
定

六
月
〜
八
月

○　

実
態
調
査
の
集
約
・
分
析
・
考
察
・
懇

　

談
会
資
料
の
作
成

十
月
〜
十
二
月

○　

児
童
の
転
校
に
つ
い
て
の
調
査
依
頼

○　

本
年
度
の
活
動
の
ま
と
め
と
次
年
度
の

　

課
題
に
つ
い
て

○　

人
材
育
成
等
に
係
る
研
修
会

○　

次
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
検
討

○　

児
童
の
転
出
調
査
と
学
校
間
連
絡

二
月

○　

次
年
度
活
動
方
針
・
活
動
計
画
の
作
成

（
呉
市
立
阿
賀
小
学
校
）

　

本
委
員
会
で
は
、
研
究
主
題
「
自
ら
未
来

を
拓
き　

と
も
に
生
き
る
豊
か
な
社
会
を
創

る　

日
本
人
の
育
成
を
目
指
す
小
学
校
教
育

の
推
進
」、
副
主
題
「
夢
や
志
を
も
ち　

他
者

と
協
働
し
て　

主
体
的
に
新
た
な
価
値
を
創

り
出
す
子
ど
も
を
育
成
す
る
学
校
経
営
」
に

基
づ
き
、
第
一
回
全
体
委
員
会
で
令
和
三
年

度
の
活
動
方
針
、
活
動
計
画
を
次
の
よ
う
に

決
定
し
た
。

一
　
活
動
方
針

　

研
究
主
題
の
具
現
化
を
図
る
た
め
に
、
五

つ
の
研
究
領
域
か
ら
十
三
の
研
究
課
題
を
設

け
、
さ
ら
に
研
究
の
視
点
を
明
確
に
し
て
、

各
組
織
団
体
に
お
い
て
積
極
的
に
研
究
実
践

を
行
う
。

　

そ
の
成
果
を
第
六
十
八
回
中
国
地
区
小
学

校
長
教
育
研
究
大
会
広
島
大
会
・
第
五
十
七

回
教
育
研
究
大
会
西
部
大
会
に
お
い
て
提
案

し
、
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
研
究
の
一
層
の

深
化
を
図
る
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

　

十
六
地
区
の
各
組
織
団
体
で
の
研
究
実
践

交
流
の
場
と
し
て
、
年
に
三
回
の
全
体
委
員

会
と
分
科
会
運
営
案
の
検
討
や
大
会
要
項
の

作
成
に
向
け
、
四
回
の
小
委
員
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
現
地
実
行
委
員

会
と
の
連
携
を
図
り
、
適
宜
検
討
・
協
議
を

行
う
。

　

加
え
て
、
本
年
度
開
催
さ
れ
る
主
な
研
究

大
会
は
、
十
月
十
三
日
か
ら
十
四
日
に
行
わ

れ
る
全
連
小
石
川
大
会
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

十
二
月
二
十
七
日
に
は
第
二
十
一
回
県
公
連

研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
会
員
の
皆
様
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

　

な
お
、
次
年
度
は
、
福
山
市
に
お
い
て
、

第
五
十
八
回
の
教
育
研
究
大
会
を
八
月
に
、

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。一
層
の
研
鑽
に
努
め
、

以
て
県
民
の
負
託
に
応
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
福
山
市
立
新
市
小
学
校
）

　

六
月
の
広
報
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
し
、
令
和
三
年
度
の
活
動
方
針
、
活
動
計

画
を
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。　

一
　
活
動
方
針

○　

県
連
小
・
各
機
関
の
会
議
・
会
合
の
審 

　

議
決
定
並
び
に
実
施
状
況
に
つ
い
て
迅
速

　

的
確
に
伝
達
す
る
。

○　

会
員
の
意
思
や
、
校
長
会
の
活
動
を
収

　

集
伝
達
し
、
交
流
を
図
る
。

○　

会
員
及
び
校
長
会
に
、
職
務
遂
行
、
資

　

質
向
上
、
学
校
経
営
充
実
に
生
か
せ
る
情

　

報
を
提
供
す
る
。

二
　
活
動
計
画
の
概
要

①　

会
報
二
回（
第
一
八
八
号
・
第
一
八
九
号
）

　

の
発
行
（
校
長
に
は
メ
ー
ル
配
信
と
す
る
）

　
　

会
報
に
は
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
あ
い
さ
つ
、

　

退
・
新
任
校
長
紹
介
、
委
員
会
報
告
、
学

　

校
経
営
、
朝
会
講
話
、
県
教
委
だ
よ
り
、

　

随
想
な
ど
を
掲
載
す
る
。
昨
年
度
か
ら
、

　

研
究
集
録
「
も
み
じ
」
と
内
容
の
重
な
り

　

が
多
か
っ
た
三
月
号
は
発
行
し
な
い
こ
と

　

と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
月
・
十
二
月
）

②　

研
究
集
録
「
も
み
じ
」（
令
和
三
年
度
版

　

第
三
十
二
号
）
の
発
行

　
　

本
年
度
は
中
国
大
会
を
本
県
で
開
催
す

　

る
た
め
、
従
来
通
り
の
内
容
で
発
行
す
る
。

（
三
月
）

③　

速
報
の
発
行
・
配
付

　

・
県
連
小
速
報　

年
四
回
程
度

　

・
全
連
小
速
報　

年
数
回
程
度

④　

全
連
小
「
小
学
校
時
報
」
へ
の
寄
稿

　
　

テ
ー
マ
に
従
い
執
筆
依
頼
・
連
絡
な
ど

　

を
行
う
。

（
東
広
島
市
立
西
志
和
小
学
校
）

4令和 3年 8月 2日第 188 号

人
事
給
与
委
員
会

委
員
長

 

安
宗
　
誠

広
報
委
員
会

委
員
長

清
水
眞
人

教
育
研
究
委
員
会

委
員
長 

岡
崎
孝
史



5 令和 3年 8月 2日 第 188 号
　

校
長
先
生
が
勤
め
て
い
た
前
の
学
校
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
が
学
校
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。
普
段
使
う
言
葉
は
違
い
ま
す
。
食
べ

る
も
の
も
違
い
ま
す
。
大
切
に
し
て
い
る
考

え
方
も
違
い
ま
す
。
で
も
、
み
ん
な
同
じ
よ

う
に
思
っ
て
い
る
の
は
、
自
分
ら
し
く
楽
し

く
生
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

　

今
日
は
、「
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

る
日
」
で
す
。
廿
日
市
市
の
全
て
の
小
中
学

校
の
み
ん
な
が
い
じ
め
の
な
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
日
で
す
。

　

校
長
先
生
に
は
心
配
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
み
ん
な
に
も
、
考
え
て
ほ
し
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
学
校
に
も
、

も
し
か
し
た
ら
、
自
分
の
何
か
が
、
み
ん
な

と
違
う
こ
と
で
、
か
ら
か
わ
れ
、
い
じ
め
ら

れ
る
こ
と
で
、
辛
い
気
持
ち
を
ず
っ
と
も
っ

て
い
る
人
が
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

も
し
そ
ん
な
人
が
い
る
と
し
た
ら
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

　

い
じ
め
ら
れ
て
も
よ
い
理
由
を
も
っ
て
生

ま
れ
た
命
は
、
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

違
う
こ
と
で
悩
む
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
。

で
も
、
そ
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

お
う
ち
の
人
で
も
、
友
達
で
も
、
先
生
で

も
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
校
長
先
生
や
金

剛
寺
小
学
校
の
先
生
は
、
き
ち
ん
と
話
を
聞

き
ま
す
。
違
う
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
の
な
ら
、

悩
ま
な
く
て
も
よ
い
方
法
を
一
緒
に
探
し
ま

す
。
先
生
た
ち
だ
け
で
解
決
し
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ほ
か
の
大
人
の
人
を
頼
っ
て
で
も

よ
い
方
法
を
探
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
決
し
て

一
人
だ
と
は
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

一
人
一
人
違
う
み
ん
な
と
笑
顔
で
過
ご
す

た
め
の
自
分
の
心
の
も
ち
方
を
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。（

廿
日
市
市
立
金
剛
寺
小
学
校
）

　

一
年
間
延
期
と
な
っ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
新

た
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
決
め
た
選
手
の

話
題
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

六
月
二
十
五
日
、
広
島
出
身
の
山
縣
亮
太

選
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
百
ｍ
の
出
場
切
符
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
そ
の
偉
業
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
の
人
柄
の
良
さ
も
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
、
山
縣
選
手
が
小
学
生
の
頃
に
少
し

関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
六
年
生
の
時

に
は
、
陸
上
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て

い
ま
し
た
。
明
る
く
素
直
で
礼
儀
正
し
く
思

い
や
り
の
あ
る
、
ま
さ
に
「
笑
顔
・
挨
拶
・

思
い
や
り
」
を
身
に
付
け
た
い
い
キ
ャ
プ
テ

ン
で
し
た
。
今
も
そ
の
良
さ
を
変
わ
ら
ず
に

持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

山
縣
選
手
は
日
本
人
で
最
初
に
九
秒
台
を

出
す
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
山

縣
選
手
自
身
も
そ
の
つ
も
り
で
努
力
を
し
て

い
ま
し
た
。
四
年
前
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
三

歳
年
下
の
桐
生
選
手
が
先
に
九
秒
台
を
出
し

た
と
き
に
、
い
ち
早
く
「
お
め
で
と
う
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
の
は
山
縣
選
手
で
し

た
。
桐
生
選
手
は
自
分
だ
っ
た
ら
、
悔
し
く

て
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
、
と
当
時
の
こ
と

を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
る
と
き
に
は
、
結
果

や
記
録
だ
け
で
な
く
、
選
手
の
人
柄
、
人
間

性
に
も
注
目
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
は
、
今
も
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、

い
ろ
い
ろ
な
場
で
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、

い
ろ
い
ろ
な
人
に
支
え
て
も
ら
っ
た
り
、
応

援
し
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
。
心
か
ら
応
援

し
て
も
ら
え
る
人
に
な
れ
る
よ
う
に
本
校
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
笑
顔
・
挨
拶
・
思
い

や
り
」
を
大
切
に
し
て
、
学
校
生
活
、
日
常

生
活
を
送
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
海
田
町
立
海
田
東
小
学
校
）

　　

七
月
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
、
日
本

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始

ま
り
ま
す
。
四
年
に
一
度
開
か
れ
る
こ
の
ス

ポ
ー
ツ
の
大
会
は
、
世
界
中
の
約
二
百
の
国

や
地
域
か
ら
代
表
に
選
ば
れ
た
選
手
た
ち
が

集
ま
る
予
定
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
平
和

な
世
界
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
大
会
で
す
。

　

今
日
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
関
わ
っ
て
お

ら
れ
る
方
や
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
豊
松
小
学
校
の
先
輩
で
も
あ
る

藤
原
佑
妃
さ
ん
で
す
。
藤
原
さ
ん
は
、
ギ
リ

シ
ャ
か
ら
運
ば
れ
た「
火
」を
日
本
で
リ
レ
ー

に
よ
っ
て
開
会
式
ま
で
つ
な
げ
る
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
の
一
人
と
な
ら
れ
た
人
で
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
を
も

ち
、
大
会
が
成
功
す
る
よ
う
に
と
願
い
な
が

ら
走
り
、
自
分
の
夢
も
叶
え
た
人
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
成
功
さ
せ
る
た
め
の
取
組

は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
と
い
う
国
の
選
手
団
と
の

関
わ
り
で
す
。
神
石
高
原
町
や
近
く
の
市
や

町
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
選
手
が
大
会
に
参
加

す
る
た
め
に
日
本
に
来
ら
れ
た
時
に
、
交
流

を
し
よ
う
と
準
備
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本

当
な
ら
神
石
高
原
町
に
は
ゴ
ル
フ
の
選
手
が

練
習
に
来
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
感
染
症

対
策
に
よ
り
来
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
交
流
は
で
き
な
い

け
れ
ど
、
子
供
た
ち
が
パ
ラ
グ
ア
イ
の
こ
と

を
知
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
別
の
方
法

を
考
え
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

さ
あ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
ち
ょ
う
ど
夏
休
み
の
間
に
あ
り
ま
す
。

日
本
選
手
や
パ
ラ
グ
ア
イ
の
選
手
を
「
が
ん

ば
れ
！
」
と
応
援
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
大
会

を
支
え
る
た
め
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
人
た

ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
目

を
向
け
て
見
ま
せ
ん
か
。
豊
松
小
の
子
供
た

ち
が
、
夏
休
み
中
に
多
く
の
応
援
や
発
見
を

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
（
神
石
高
原
町
立
豊
松
小
学
校
）

「
心
か
ら
応
援
し
て
も
ら
え
る
人
に
」

石
川
和
明

会
員

「
命
を
考
え
る
」吉

本
博
行

理
事

「
も
う
す
ぐ
　

　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

光
元
和
恵

理
事
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コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の
事
態
の
中
、

本
県
は
も
と
よ
り
、全
国
の
学
校
に
お
い
て
、

児
童
・
教
職
員
の
健
康
・
安
全
管
理
や
、
学

び
の
保
障
な
ど
、
懸
命
な
取
組
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

本
連
合
会
の
活
動
方
針
に
重
点
項
目
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
「
〜
安
全
・
安
心
な
教
育

環
境
づ
く
り
を
行
う
。」
は
、
ご
承
知
の
と

お
り
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
学

校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
日
々
思
う
こ
と
は
、
ど
の

よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
、「
凡
事
徹
底
」

「
決
め
た
こ
と
を
み
ん
な
で
や
り
続
け
る
こ

と
」「
教
育
は
地
道
な
り
」、そ
し
て
何
よ
り
、

「
す
べ
て
は
子
供
の
た
め
に
」「
判
断
に
迷
っ

た
時
は
、子
供
の
目
線
か
ら
再
考
す
る
こ
と
」

と
い
う
先
輩
方
か
ら
の
教
え
で
あ
る
。

　

ま
た
、
組
織
的
に
動
く
た
め
に
は
、
状
況

や
課
題
な
ど
の
情
報
が
、
正
確
に
学
校
全
体

で
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
報
告
・
連
絡
・

相
談
」「
確
認
」
が
、
危
機
管
理
上
い
か
に

重
要
で
あ
る
か
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
言
わ
れ

続
け
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
日
々
実
感
し
て

い
る
。
企
業
に
お
い
て
も
、「
報
告
」は
義
務
、

「
相
談
」
は
問
題
解
決
の
た
め
、「
連
絡
」
は

気
配
り
（
相
手
が
欲
し
が
っ
て
い
る
情
報
を

伝
え
る
こ
と
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
と

聞
く
。日
々
、お
互
い
に「
報
告・連
絡・相
談
」

「
確
認
」
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
相
手

意
識
を
も
ち
、
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
話

す
こ
と
を
心
が
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に
、「
一
期
一
会
」「
最
善
を
尽
く

す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
赴
任
し
た
そ
の

場
そ
の
場
で
何
を
成
し
遂
げ
る
の
か
。
我
が

や
り
た
い
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
学
校
に
お

い
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
よ
さ
」
と
、「
課

題
」
等
を
的
確
に
把
握
し
、
よ
り
よ
い
学
校

づ
く
り
の
た
め
に
、
計
画
的
に
何
に
着
手
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
平
等
に
与
え
ら

れ
た
貴
重
な
時
間
の
も
と
、
次
に
着
任
さ
れ

る
方
に
ど
の
よ
う
な
状
態
で
バ
ト
ン
を
渡
す

の
か
。
そ
の
責
任
の
重
さ
と
や
り
が
い
を
感

じ
な
が
ら
、
そ
し
て
、
多
く
の
方
々
の
支
え

と
ご
理
解
・
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
し
、
引

き
続
き
、
地
道
に
協
働
的
に
学
校
経
営
を

行
っ
て
い
こ
う
と
、
日
々
思
う
。

　
　
　
　
　
　

   （
三
原
市
立
須
波
小
学
校
）

　

本
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
よ
り
、
学
校
行
事
や
教
育
活
動
に

か
な
り
の
制
約
が
生
じ
て
い
ま
す
。
校
長
と

し
て
判
断
（
決
断
）
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
、
校
長
先
生
方
に
は
、
近
隣
校
と
連
携
し

な
が
ら
、
正
解
の
な
い
答
え
を
探
す
こ
と
に

大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
の
会
報
一
八
八

号
が
発
行
で
き
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
皆
様

方
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
連
小
広
報
活
動
が
、
少
し
で
も
皆
様
の

学
校
経
営
の
充
実
に
資
す
る
よ
う
引
き
続
き

努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。一
年
間
、

皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
令
和
三
年
度
か
ら
の
「
学
び

の
変
革
」（
第
Ⅲ
期
）
に
お
い
て
、
学
習
指

導
要
領
改
訂
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

の
「
課
題
発
見
・
解
決
学
習
」
等
の
実
践
を

基
盤
に
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
一
層
推
進

し
、
教
科
等
の
本
質
に
迫
る
授
業
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。

　

そ
の
手
だ
て
の
一
つ
が
、「
本
質
的
な
問

い
」
の
考
え
方
を
参
考
と
し
た
授
業
改
善
で

あ
る
。
単
元
を
構
想
す
る
際
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
構
成
す
る
質
問
を
階
層
に
分
け
て
構
造

化
す
る
と
、「
本
質
的
な
問
い
」、「
単
元
を

貫
く
問
い
」、「
個
別
の
問
い
」
の
大
き
く
三

つ
の
階
層
の
「
問
い
」
に
整
理
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
「
本
質
的
な
問
い
」
に
は
、
ま
ず
、「
人
は

な
ぜ
生
き
る
の
か
」「
地
球
全
体
の
持
続
可

能
な
発
展
の
た
め
に
、
自
分
に
は
何
が
で
き

る
の
か
」
な
ど
、「
生
き
る
こ
と
」
そ
の
も

の
に
関
す
る
問
い
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、「
私

は
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
」、「
そ
の
教
科
等

を
学
ぶ
意
義
は
何
か
」と
い
う
問
い
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
本
質
的
な
問
い
」
と
は
、
一

つ
の
明
確
な
答
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

生
涯
に
お
い
て
何
度
も
問
い
直
さ
れ
、
答
え

が
更
新
さ
れ
続
け
る
よ
う
な
問
い
で
あ
る
。

各
教
科
等
に
お
け
る
「
本
質
的
な
問
い
」
を

基
に
し
て
、
各
単
元
で
の
学
び
が
あ
る
こ
と

を
意
識
し
、「
生
き
る
こ
と
」
と
教
科
等

の
学
び
と
を
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　
「
単
元
を
貫
く
問
い
」
と
は
、「
本
質
的
な

問
い
」
に
基
づ
い
て
立
て
ら
れ
た
、
児
童
生

徒
が
教
科
等
固
有
の
も
の
の
「
見
方・考
え
方
」

を
働
か
せ
な
が
ら
、
単
元
（
あ
る
い
は
題
材
）

を
通
し
て
考
え
深
め
て
い
く
よ
う
な「
問
い
」

で
あ
る
。
そ
の
解
決
に
向
け
て
、
単
元
を
構

成
す
る
授
業
内
で
身
に
付
け
る
知
識
・
技
能

等
に
つ
な
が
る
問
い
が
、「
個
別
の
問
い
」

で
あ
る
。

　

教
師
は
、ま
ず「
本
質
的
な
問
い
」を
立
て
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
単
元
を
通
し
て
考
え
深
め

て
い
く
「
単
元
を
貫
く
問
い
」
を
立
て
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
場
面
に
お
け
る

学
習
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、「
個

別
の
問
い
」
を
立
て
、
単
元
計
画
を
構
想
し

た
り
見
直
し
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
学
習
に

よ
り
、
児
童
生
徒
は
、
そ
の
教
科
等
の
特
質

に
応
じ
た
「
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
、

深
く
思
考
し
、「
主
体
的
な
学
び
」
へ
と
向

か
う
。
そ
う
し
た
光
景
が
教
室
で
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

矢
原
豊
祥

義
務
教
育
指
導
課
長

坂
田

 

登

副
会
長

日
々
思
う
こ
と

あ
と
が
き

広
島
県
教
育
委
員
会
事
務
局
学
び
の
変
革
推
進
部

 

「
学
び
の
変
革
」
の
更
な
る
推
進
に
向
け
て

       

〜
「
本
質
的
な
問
い
」
に
よ
る
授
業
改
善
の
ス
ス
メ
〜


